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「
１
０
０
億
企
業
」
政
策
が
、

本
格
化
し
て
い
る
。
こ
の
政
策

は
、
経
済
産
業
省
を
旗
振
り
役

と
し
て
、
中
小
企
業
の
賃
上
げ

や
価
格
転
嫁
、
人
材
確
保
、
高

収
益
化
な
ど
を
実
現
す
る
た

め
、
「
年
商
１
０
０
億
円
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
事
業
拡
大
を

支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。 

関
連
す
る
施
策
と
し
て
、
昨

年
５
月
か
ら
は
、
「
１
０
０
億

宣
言
」
と
い
う
登
録
制
度
が
始

ま
っ
た
。
年
商
１
０
０
億
円
と

い
う
野
心
的
な
目
標
を
対
外

的
に
宣
言
す
る
企
業
に
は
、
そ

の
実
現
に
向
け
、
各
種
補
助

金
・
税
制
優
遇
、
さ
ら
に
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
の
支
援

メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
さ
れ
る
。
中

部
圏
で
も
宣
言
企
業
は
着
実

に
増
え
て
お
り
、
愛
知
１
８
３

社
、
岐
阜
５２
社
、
三
重
３０
社
、

静
岡
６３
社
と
、
挑
戦
の
輪
が

広
が
っ
て
い
る
（
執
筆
時
点
）
。 

中
小
企
業
の
経
営
規
模
拡

大
は
な
ぜ
必
要
か
。
そ
の
背
景

に
は
、
「
わ
が
国
経
済
を
牽
引

す
る
主
体
」
と
「
地
方
経
済
を

底
上
げ
す
る
主
体
」
と
い
う
二

つ
の
側
面
か
ら
認
識
さ
れ
る
中

小
企
業
の
重
要
な
役
割
が
あ

る
。 そ

も
そ
も
、
わ
が
国
経
済
に

お
い
て
、
中
小
企
業
の
存
在
感

は
大
き
い
。
国
内
企
業
の
９９
％

は
中
小
企
業
で
あ
る
し
、
雇
用

の
約
７
割
、
付
加
価
値
の
５
割

以
上
を
担
う
。
こ
れ
ら
企
業
の

経
営
力
向
上
は
、
日
本
経
済
全

体
の
成
長
に
直
結
す
る
。 

ま
た
、
地
域
活
性
化
の
目
線

か
ら
見
て
も
、
中
小
企
業
の
多

く
は
域
内
外
か
ら
売
上
を
獲

得
し
、
域
内
へ
の
発
注
や
雇
用

を
生
み
出
す
存
在
と
し
て
重

要
で
あ
る
。
「
地
域
の
外
か
ら

お
金
を
稼
ぎ
、
地
域
の
中
で
お

金
を
巡
ら
す
」
こ
と
が
、
地
域

活
性
化
の
本
質
だ
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
れ
ら
企
業
の
成
長
が

地
方
創
生
の
目
的
の
一
部
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ

う
。 す

で
に
中
部
圏
で
も
、
「
１

０
０
億
宣
言
」
を
行
っ
た
経
営

者
や
、
今
後
宣
言
を
検
討
し
て

い
る
経
営
者
な
ど
を
中
心
に
、

挑
戦
意
欲
の
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
生
み
出
す
た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。 

例
え
ば
、
今
月
に
は
、
中
小

機
構
中
部
本
部
、
中
部
経
済

産
業
局
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
主

催
し
、
東
海
地
域
で
初
と
な
る

「
１
０
０
億
企
業
創
出
経
営
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
名
古
屋
市

で
開
催
さ
れ
る
。
同
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
「
１
０
０
億
宣
言
」
に
登

録
済
・
検
討
中
の
経
営
者
な
ど

が
一
堂
に
会
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
交
流
を
通
じ
て
、
業

種
・
社
歴
を
超
え
た
成
長
の
視

座
や
課
題
認
識
を
共
有
す
る

場
が
提
供
さ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
、
静
岡
の
地
域
金
融
機
関
も

協
力
機
関
と
し
て
集
い
、
企
業

の
野
心
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
具

体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
支
援

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
場
が
、
「
年

商
１
０
０
億
円
」
を
宣
言
す
る

企
業
に
と
っ
て
、
実
現
に
必
要

な
外
部
リ
ソ
ー
ス
を
獲
得
す
る

た
め
の
中
核
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

発
展
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

戦
略
や
計
画
を
立
て
る
際
、

「
現
実
・
現
状
」
と
「
理
想
・
目
標
」

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
第
一
歩

だ
と
言
わ
れ
る
。
確
か
に
、
差

分
が
見
え
る
と
、
必
要
な
打
ち

手
や
時
間
軸
が
具
体
化
す
る
。

そ
の
意
味
で
、
「
１
０
０
億
宣

言
」
と
い
う
具
体
的
な
目
標
は
、

企
業
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
は
ず
だ
。 

次
に
重
要
な
の
は
「
ど
う
や

っ
て
（
Ｈ
Ｏ
Ｗ
）
」
の
具
体
化
だ
。

企
業
ご
と
に
ど
の
よ
う
な
成
長

プ
ロ
セ
ス
を
描
く
か
、
試
行
錯

誤
の
中
で
個
別
解
を
探
す
必

要
が
あ
る
。
そ
の
フ
ェ
ー
ズ
に

お
い
て
は
、
足
許
で
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
経
営
者
や
支
援
機
関

を
交
え
た
多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
力
が
、
真
価
を
発
揮
す
る

だ
ろ
う
。 


